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簗和⽣農林⽔産⼤⾂が、衆議院選挙で⾃⾝を⽀援しなかった⾸⻑のいる⾃治体について、
道路予算を「⼤幅にカットした」などと発⾔していた問題に、強く抗議します。 

国の予算は、政治家への⽀持に対する報酬でも、不⽀持に対する報復の⼿段でもありませ
ん。国⺠から預かった税⾦は、政治的⽴場の違いにかかわらず、国⺠の暮らしと命を守るた
めに公平・公正に使われなければなりません。 

⼤⾂は発⾔を撤回し、予算削減への働きかけを否定しています。しかし、国⼟交通省の調
査によって、予算配分額の決定前に、⾃⾝を⽀援しなかった⾸⻑のいる那須烏⼭市と那珂川
町の道路予算について、国交省幹部に問い合わせていたことが明らかになりました。実際に
両⾃治体の道路関係予算は⼤幅に減額されています。問い合わせの経緯と予算配分との関係
について、国⺠が納得できる説明が必要です。 また、選挙運動に関わる無料バス送迎につ
いても、公職選挙法違反の疑いが指摘されています。 

とりわけ強い憤りを覚えるのは、こうした発⾔が、⽇本の農業と農家が極めて厳しい状況
に置かれているなかで⾏われたことです。肥料・飼料・燃油などの⽣産資材は⾼騰し、頻発
する豪⾬災害によって深刻な被害がもたらされています。それでも国⺠の⾷料を⽣産する責
任と誇りを胸に、必死に農業を続けてきた農家が、⽶価の暴落によって、離農を余儀なくさ
れています。 
こうした農家の苦境に正面から向き合い、農業予算を抜本的に拡充し、価格保障・所得補

償や災害対策を強化することこそ、農林水産大臣に求められる責務です。 

農林⽔産⼤⾂は、こうした農家の声に⽿を傾け、農業と国⺠の⾷料を守るために⼒を尽く
すべき⽴場にあります。その⼤⾂が、国の予算を政治的な駆け引きの道具にするかのような
発⾔をしたことは、農家と国⺠の信頼を⼤きく裏切るものです。 ⼀連の問題への対応に農
⽔省職員が追われ、本来の農政に⽀障をきたしかねない事態です。 

農⺠連は 10 ⽉ 9 ⽇の全国代表者会議で、⼤⾂の罷免・辞任を求める特別決議を上げまし
た。私たちは、今回の発⾔と予算配分をめぐる問題について徹底した説明責任を果たすとと
もに、農林⽔産⼤⾂を直ちに辞任することを強く求めます。 


